
 

施 設 名

管 理 者 名 指定期間 ～

担 当 課

所 在 地 区　名 住　所

根 拠 法 令

設 置 条 例

南区 月潟７７０番地

老人福祉法

新潟市老人福祉センター条例

施 設 概 要

(1)開設年月：昭和46年10月
(2)施設規模：木造一部鉄筋コンクリート平屋建　延べ床面積　460.57㎡
(3)施設内容：大広間，個室，浴室，事務室等
(4)休館日　：月曜日，国民の祝日に関する法律に規定する国民の祝日（その日が月曜日に当たると
きは，その翌日も），1月2日及び3日，8月13日から同月15日まで並びに12月29日から同月31日ま
で
(5)開館時間：午前9時から午後4時30分まで

施 設 設 置 目 的

　高齢者に対して，相談に応ずるとともに，高齢者の健康増進，教養の向上及びレクリエーションのための便宜
の供与を目的として，新潟市老人福祉センターを設置する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

（１）施設周辺の高齢者の健康の増進
高齢者の健康の増進のため，生活相談，健康相談など各種相談に応じるとともに，高齢者の機能回復訓練を実施
する。
（２）施設周辺の高齢者の教養の向上
高齢者の教養の向上のため，各種講座，レクリエーション等を開催する。
（３）高齢者相互の交流を通じた生きがいの推進
レクリエーション，集会など高齢者の活動の場を提供し，高齢者相互の交流を促し，高齢者の生きがいの推進，
向上に努める。
（４）その他
高齢者の就労に関する指導を行う。
老人クラブ等高齢者の団体の運営に関する援助又は指導をする。

令和２年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市老人福祉センター　いこいの家月寿荘

株式会社関越サービス 平成30年4月1日 令和3年3月31日

南区　健康福祉課
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他施設との連携に対する理解

他施設との
◆連絡頻度・連絡回数
◆定期的な会議等の開催〈1回以
上〉

西川荘（西蒲
区）、楽友荘、白
寿荘と連絡、情報
交換を実施。

仕様書に定められた各種人員
配置の有無

業務仕様書に定められた人員が業
務内容ごとに適切に配置されてい
るか。

勤務計画表を作成
し、適切な配置を
行った。

市 民

管理運営経費の削減を図る。
受付、設備、清掃の各業
務をそれぞれ兼務できる
ようにした。

市の歳入の増加 使用料収入〈120,000円以上〉 123,060円 　

設置目的に合致したサービス提
供

①各種相談ｺｰﾅｰの相談件数〈2回
以上〉
②教養講座の参加者数〈5人以
上〉
③ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの参加者数〈5人以
上〉
④教養講座の開催回数〈2回以
上〉
⑤ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの開催回数〈1回以
上〉

各種サービス別満足度

利用者ｱﾝｹｰﾄで
①接客（施設案内等）に対する満
足度で，「満足」以上〈7割以
上〉
②各種相談ｺｰﾅｰに対する満足度
で，「満足」以上〈6割以上〉
③教養講座に対する満足度で，
「満足」以上〈6割以上〉
④ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝに対する満足度で，
「満足」以上〈6割以上〉

利用者アンケート
の回収はなし

満足度を確認す
るためにはアン
ケートは求めて
ほしい。聞き取
りでも可能と思
われる。

苦情・要望に対する対応
①苦情・要望には迅速に対応
②対応ﾏﾆｭｱﾙの整備

①発生時には速やか
に区に報告し、個別
の対応を実施。
②整備済み

財 務

利用者１人あたりのコスト削減
額

利用者1人あたりのｺｽﾄ〈995円以
下〉

1,575円

感染対策も考慮し
た利用者増を検討
しコスト削減に努
めてほしい。

管理運営経費の削減

基準稼働率の達成
①個室（3室）稼働率〈10.0%以
上〉

0.8%

友人・知人とのｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝや会合等が制
限された時期。令和
３年度事業計画に期
待する。

③⑤変わり湯を12
月、1月と2回開
催。入浴の方々は
楽しまれた。

健康相談を兼ね
て骨密度や血管
年齢など他のイ
ベントを行い健
康維持の啓発を
してはどうか。

基準利用者数の達成

評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

広報の充実
施設概要を紹介し利用者の利便性
を高めるための広報誌による情報
発信〈１回以上〉

ツイッターを利用
して、新規の利用
者の獲得を図っ
た。

　

①施設利用者数〈7,000人以上〉
②施設利用者数〈25人以上/日平
均〉

①年間　4,432人
②1日平均18人

コロナの影響で
入浴者数の制限
をしていること
も影響してい
る。
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その他業務仕様書等に定める
事項の遵守

業務仕様書等に定める事項の遵守

新潟市老人福祉セ
ンター指定管理者
管理業務仕様書に
基づき運営した。

当該施設の管理に係る関係法令
の遵守

労働基準の充足

業 務

当該施設の管理において関係する
法令を遵守しているか。

運営に関しては、市
の条例がありそれに
基づいて運営してい
ることをスタッフに
説明している。

安全責任者の配置と安全確保
体制の確立

◆地震などの災害時，事件事故の
発生時に対応するために，安全責
任者が常時配置されているか。
◆緊急時の連絡体制が整備されて
おり，また現実に機能する内容と
なっているか。

緊急連絡網を作
成。携帯電話、
メールアドレスで
連絡をとれる体制
にしている。

指定管理者とし
て積極的に地域
住民、市職員と
情報交換するこ
とで現状を確認
している。

事件・事故発生時の対応の適切
さ

◆労働基準法，労働安全衛生法そ
の他の労働基準に関係する法令の
遵守

関係する法令を遵
守。

守秘義務の徹底

◆業務仕様書に記載されている守
秘義務を徹底したか。
◆機密情報の取り扱いに関するﾏ
ﾆｭｱﾙの整備

入社時に個人情報
取り扱いについて
説明、充分注意す
るように指導。

人 材

配置人員のミッションの理解度
とスキルの習得度

◆業務に必要な知識や技能の向上
を図るための研修の実施〈1回以
上〉
◆業務ﾏﾆｭｱﾙの整備

２ヶ月に１回程度
全員で勤務して清
掃等の知識、作業
方法を確認した。

スタッフ全員で
知識・技術の向
上に努めてい
る。

◆事件事故の発生時など，緊急時
の対応ﾏﾆｭｱﾙの整備
◆防災訓練や講習の実施〈2回以
上〉

消防訓練２回実施

改善勧告時の対応の迅速さ・
適切さ

業務の改善を行うよう指導した際
に，対応が迅速かつ適切である
か。

区から指示があっ
た場合には、最優
先で実施。

区の担当者と頻
繁に情報交換を
しており迅速に
対応している。

◆受付業務の配置人員
◆常に2名など配置人員を固定せ
ず
　・繁忙時点（季節別，時間帯

別）：2名
　・閑散時点：1名
など，人員配置がｻｰﾋﾞｽ水準の維
持のほか，経費の節減にも配慮し
たものか。

衛生管理、施設管
理の強化のため、
夕方に専任の清掃
スタッフの勤務時
間を確保した。

季節や時間帯に
よる繁忙期を分
析し状況にあっ
た人員配置をし
ている。

日常連絡の適切さ

◆管理者が業務の遂行のなかで，
主管課と適切に情報をやりとりし
ているか。
◆事故の状況や対応経過について
速やかに報告しているか。

連絡ノートを活
用。出勤時に内容
を確認している。

事業計画・事業報告の適切さ

◆業務報告書など各種報告書に
は，業務仕様書などに定められた
内容が適切に記載されているか。
◆期日までに各種報告書が提出さ
れているか。

期日までに提出。
内容に関しては区
に確認して提出。

人員計画の合理性・妥当性



利用者数については4,432人と前年1,043人の減少でした。4月、5月と前年度の3月に引き続き新型コロナウイル
スの感染予防のため2か月間の臨時休館となりました。感染予防のため、集客をするイベントがなかなかできな
い状況でした。
しかし、イベントができない代わりに、日常でのご利用者とのコミュニケーションをこれまで以上に重視し、積
極的にお声掛けをして会話を増やし、楽しい館内の雰囲気づくりに努めました。
利用者の高齢化が進んでおり、新規のご利用者が入ってこない限りはご利用者の減少が続く状況です。新たなご
利用者に来ていただけるように、ご利用者の満足度を上げられるような運営を心掛けていきたいと思います。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

感染症対策をしながら新規利用者を増やすことは一見困難ではあるが、地域に親しまれる施設・区外や市外から
も利用してみたい施設を目指してほしい。区としても相談があれば検討する。衛生面や安全管理、緊急時対応は
スタッフ間で綿密に情報交換を行い技能向上の意識が高いことは評価する。利用者との明るい雰囲気づくりは今
後も継続してほしい。

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

【評価基準】

Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている

Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな

ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


